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論文題目 
Linear or circular stapler? A propensity score-matched, multicenter 
analysis of intracorporeal esophagojejunostomy following totally 















【方法】京都食道胃手術手技研究会に参加する 13 施設において、2010 年から 2016
年までに腹腔鏡下胃全摘術を施行した連続842症例を後ろ向きに検討した。年齢、性
別、Body Mass Index、American Society of Anesthesiologists physical status、
糖尿病の有無、長期ステロイド使用の有無、術前化学療法の有無、術前アルブミン値、
食道浸潤の有無、臨床病期分類、手術が行われた時期、年間症例数を変数として、傾







った（4.1% vs 11.7%, p=0.008）。そのうち縫合不全の発生割合（2.6% vs 3.6%, p=0.771）
と術後吻合部出血の発生割合（0% vs 2.0%, p=0.123）は両群間に有意差は認めなか



















Circular stapler(CS) 使用した吻合法の安全性を検討した。 






vs 11.7%, p=0.008）。そのうち、縫合不全（2.6% vs 3.6%, p=0.771）と吻合部出血
（0% vs 2.0%, p=0.123）は両群間に有意差は認めなかったが、LS群の吻合部狭窄は
CS 群より有意に低かった（1.5% vs 7.1%, P=0.011）。腹腔鏡下胃全摘術の体腔内食
道空腸吻合において LSを使用した吻合法はCS使用した吻合法に比べ、吻合部狭窄が
少ないので、より安全であった。 




  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和２年２月６日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
